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問１ 管理会計の導入に関する次の記述を読んで、設問１～３に答えよ。

Ｋ社はコンサルティング会社である。Ｋ社の技術コンサルティング部では，顧客の依頼

に基づいて，新技術の調査，新市場参入戦略の立案，新製品の企画立案などを実施してい

5 る。部には，パソコン 環境が整い，業務に活用されている。LAN

これまで，技術コンサルティング部では，一つの案件は一人の部員で対応してきた。し

かし，最近，内容が広範囲で期間も長期にわたる大型案件の引き合いが増えてきた。これ

らの案件は，高い利益率が見込める一方で，複数の部員によるプロジェクトとして実施す

る必要がある。部長は，今後プロジェクト方式によって，大型案件を中心に受注していく

10 方針を立てた。また，１件ごとの受注金額が大きくなることから，業務手順や管理手順の

確立が重要と考え，部の業務管理を担当しているＮ氏に，業務手順の見直しを指示した。

[プロジェクト方式による業務の流れ]

15

( ) 顧客からの引き合いに対し提案書を作成する。見積価格は，原則として想定業務量か1

ら原価を算出した後、部で設定した目標利益率を考慮して決定する。

( ) 成約直前には，リーダを任命してプロジェクトを編成する。リーダは，メンバとし2

て必要なスキルをもった部員を選び出し、部長の承認を得た上で，プロジェクトに参加さ

20 せる。

） ， 。 ，( プロジェクトでは 外部の企業に一部の業務を委託することがある 業務委託費は3

プ ロジェクと全体の経費の中で大きな比率を占め，委託期間も数ヶ月にわたる。委託に

当たっては必ず注文書を作成し，支払は委託した業務の終了後に行う。

( ) その他にも出張費や会議費などの経費が発生する。これらについては請求書などを4

25 受け取ると，部の事務担当者が全社会計システムに入力し，費用の計上と同時に支払処理

を行う。

( ) 顧客への納品が完了すると，事務担当者が請求書を発行するとともに，全社会計シス5

テムで売上の計上を行う。

30 [プロジェクト方式の課題]

Ｎ氏は，プロジェクト方式の実施に当たり，次のような課題があると考えた。

( ) プロジェクト実施中に計画の範囲を超えて顧客の要望が膨らんだり，想定していなかa

35 った検討項目が発生したりして，当初の想定業務量では対応できなくなることがある。ま

た，仕事の内容が不十分で，作業のやり直しが必要になり，納期を守れないこともある。

プロジェクトは参加メンバが多いので，期間が延びると人件費などがかさみ，プロジェク

ト収支が大きな赤字になる危険性がある。

( ) 現在，全社会計システムデブの収支を把握することができるが，プロジェクト単位のb

40 収支管理はできない。また，全社会計システムでは，前年度のデータと合算して集計する
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ことができないので，年度をまたがって継続するプロジェクトの収支を管理するのは困難

である。

( ) 部門としては，特定の部員だけに作業が集中していたないが，プロジェクと以外の間c

接業務に時間をとられすぎていないかといった管理も必要である。

5

氏は，これらの課題のうち，( )については，進捗管理システムを導入してプロジN a

ェクト単位で進捗状況や課題などを入力させ，管理に利用することを考えた。進捗に合わ

せて，作業量の再見積りも行わせるようにする。また，( )については，プロジェクトごb

とに収支管理を行うプロジェクト管理会計システムの導入を考えた。

10 氏が考えたプロジェクト管理会計システムは，次のとおりである。N

[プロジェクト管理会計システムの仕組み]

( ) 予算の作成1

15 プロジェクト開始時に，リーダはプロジェクトコードを取得し，プロジェクト予算を

作成し，登録する。登録する内容はプロジェクトの開始日，終了予定日，メンバの月別予

定人件費，そのほかの月別支払予定金額，受注金額を各月の予定経費で按分した月別の売

上予定額である。

20 ( ) 実績の収集2

プロジェクトメンバは，そのプロジェクトについての作業間実績を毎日プロジェクト

管理会計システムに登録する。各種の経費も，発生の時点でプロジェクト管理会計システ

ムに取り込む。

25 ( ) プロジェクト収支の計算方法3

プロジェクトごとに毎月の収支を次のようにして計算する。

(当月のプロジェクと収支）＝（当月の売上予定額）－（プロジェクトメンバの当月人件

費）－（業務委託費の当月相当分や，出張費などプロジェクトに直接かかわる費用の当月

分）

30 プロジェクトメンバの人件費は，各人の作業時間に人件費の予定単価を算出する。

( ) 予算・実績の対比4

各プロジェクトの収支状況は，毎月プロジェクト別収支状況一覧で確認する。プロジェ

クと別収支状況一覧には，プロジェクトごとに各月の予算と実績，及びそれらの差異を表

35 。 ， ，示する さらに プロジェクト管理会計システムのデータを社員のパソコンに取り込んで

様々な分析ができるようにする。

氏は，プロジェクト管理会計システムでは，毎月の経費の実績データを全社会計シスN

テムから取り込むようにすれば，入力作業負荷が軽減できると考えた。また，実績の収集

40 データの内容を工夫すれば，(プロジェクト方式の課題)の( )の対策にも有効な情報が得c
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られると考えた。

設問 プロジェクト管理会計システムに，全社会計システムから経費の実績データを1

5 取り込むに当たり，全社会計システムにどのような機能追加を行う必要があるか， 字50

以内で述べよ。

設問 ( )2 1

( )2

10 プロジェクト管理会計システムを導入すると，収支管理の観点からどのようなメリット

があるか， 字以内で述べよ。50

氏は，進捗と収支管理を組合せた管理が重要と考えている。それには，各リーダはどのN

ような観点でプロジェクト管理会計システムを利用すべきか，また，そのために何を行う

15 べきか，それぞれ 字以内で述べよ。60

設問 〔プロジェクト方式の課題〕の( )の対策には，どのようなデータを収集し，3 c

それをどのように利用すればよいか，それぞれ 字以内で述べよ。60
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問 営業サポート業務の改善に関する次の記述を読んで，設問 ～ に答えよ。2 1 3

Ｑ社は，主に海外旅行を扱う中堅の旅行代理店で，全国に ヵ所の販売拠点を持っ20

ている。各販売拠点では，顧客からの問合せに応じ，手配旅行と各種パッケージツアー商

5 品の販売を行うとともに，営業担当者を通じて，企業向けにツアー商品のカスタマイズ販

売を行っている。本社には，ヨーロッパ部，アメリカ部，アジア部，企画部及びトラベル

センタ（以下，センタという）があり，同一本社ビル内の別フロアに分かれている。セン

タを除く各部では，各種パッケージツアー商品の企画とともに，全国の販売拠点やセンタ

を経由して入る顧客からの依頼に基づいて，手配旅行や企業向けの商品のカスタマイズを

10 行っている。その際，各部の社員が海外の旅行代理店，観光業者，航空会社などに依頼し

たり，連絡や確認をとったりする必要があるので，旅行内容が確定し，顧客に最終の案内

ができるまでに 週間以上を要する場合も多い。1

Ｑ社では，利用者に月刊誌を発行して，その時々のパッケージツアー商品や格安航空

券の案内のほかに，以前から低価格でユニークな商品が多いことから人気を博していた。

15 しかし最近では，価格競争力が低下し，販売を維持することは困難になっている。また，

パッケージ販売で売れ残った航空券について，希望する顧客に速やかに販売し、処理する

ことが要求されている。

〔情報化の状況〕

20 ， ， ， ，Ｑ社では 最近 社内情報基盤が完成し 各部門には一人 台のパソコンが設置され1

部門間及び本社各拠点間での電子メールの送受信，イントラネット活用による情報の共有

が可能になっている。

〔センタの業務内容〕

25 センタでは，主に電話での問合せに対応し，パッケージツアー商品の説明，販売とと

もに，手配旅行の要望にこたえている。また，各販売拠点の紹介，営業担当者の企業客訪

問手配及び顧客ニーズ調査も重要な業務である。パッケージツアー商品の説明，販売につ

いてでも，顧客ニーズの多様化から，オプション部分が多くなり，旅行先でのオプション

追加の可否など，センタから各部に問い合せることが多くなっている。

30 センタですぐ対応できないものは，対応依頼フォームに入力し，電子メールに添付し

て，各部に送信している。各部では各方面への調査，問合せを行い，顧客の要望への対応

結果と，必要な業務指示を取りまとめて，センタに答えている。また，各部は各販売拠点

に，営業担当者による顧客対応を依頼することもある。１案件について顧客の要望にこた

えるため，センタと各部の連絡を何度も行う場合がある。従来，各部への依頼作業は，従

35 来用紙に記入し手作業で配布する方法であったので，大変な労力を要していた。センタ長

のＹ氏は，今回の情報基盤活用によって大幅に効率向上が図れると考えた。

〔現状の問題点〕

40 ( ) センタに届いた全問合せのうち，センタですぐに対応できないものが約 ％あり，1 30
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増加傾向にある。これらはすべて，一対応依頼フォームに入力しなければならない。従来

の手作業に比べて，配布作業はなくなったものの，各部への対応依頼催促を含め ，対応

依頼作業は軽減されていない。

( ) センタでは，各部に依頼した案件について，顧客への回答内容だけを受け取ってい2

5 る。各部で行っている調査，問合せの詳細な情報を把握していないので，同様の問合 せ

を再度各部に依頼することがある。

( ) 各部では，日常業務に追われつつ，センタから入る依頼事項を受付順に処理してい3

るので，顧客が早い対応を望んでいる案件であっても，各部内で滞ることが多い。

( ) 各販売拠点やセンタでは，各部がどのように手配旅行や企業向け商品のカスタマイ4

10 ズを行っているかを確認できない。各部の対応結果と必要な業務指示が付記されて， 対

応依頼フォームが各販売拠点やセンタに返るころには，既にビジネスチャンスを逸 して

いることがある。

( ) 利用者に対して毎月行っている顧客まんぞく調査の結果では，全体として顧客満足5

度が低下傾向にある。顧客対応サービスについて，依頼案件の進捗が分からない，対 応

15 が遅いという不満の増加や商品のユニークさの減少が主な要因となっている。

( ) 現在のホームページでは，パッケージツアー商品の案内を公開しているだけである6

が，顧客からは，格安航空券の案内，見積り，予約などの要望が増えている。

Ｙ氏は，現状の問題点を解決するために，社内情報基盤を有効に活用し，業務改善と

20 生産性の向上に取り組むことにした。

設問１ 顧客対応の観点から見た，本社の業務推進上の問題点は何か 〔現状の問題点〕。

から二つ挙げ，それぞれ 字以内で述べよ。40

25 設問２ 〔現状の問題点〕の( )，( )，( )及び( )を改善する場合に，改善効果を計る指1 4 5 6

標になるものは何か。それぞれ 字以内で述べよ。また，これらの指標を使って 業務25

改善を推進する場合の共通する留意点は何か。 字以内で述べよ。50

〔 〕 ， 。 ，設問３ 現状の問題点 を解消し 業務改善を行うにはどのようにすべきか 三つ挙げ

有効な情報活用を含めて，それぞれ 字以内で述べよ。50

30
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3 1問 小売業におけるインターネットを活用した販売に関する次の記述を読んで，設問

～ に答えよ。3

デパートＴ社は，ファッションなど流行を先取りする企画力に優れ，主要顧客である

5 女性に人気がある。数年前から販売チャネル拡大のため通信販売にも力を入れ，家庭の主

婦をターゲットに絞って売上を伸ばしている。昨年からはインターネットを利用したオン

ラインショッピングの実験に取り組んでいる。これまでの状況は次のとおりである。

〔実験の経緯と目的〕

10 オンラインショッピングの検討は，ホームページを所管している営業企画部が中心に

なって行った。インターネットはこれまでは利用者が限られ，多くの仮想店舗は，まだ採

。 ， ，算がとれていない しかし オンラインショッピングを利用したいと思っている人は多く

今後，利用者層が広がり，ビジネスでの可能性が拡大すると期待されることから，実験的

に取り組むことを決めた。実験の目的は，Ｔ社の店頭や通信販売の顧客に対する新たな販

15 売方法として有効かどうか検証することである。また，インターネットによる販売が，新

規顧客の開拓に有効かどうかも関心事項であった。

〔実験の概要〕

Ｔ社は，既存のホームページにメニューを追加して仮想店舗を開設し，女性向けの商

20 品を主体に品揃えをした。魅力あるデザインのトップページを作り，個々の商品には写真

と簡潔で分かりやすい説明をつけた。店頭販売，通信販売から選んだ話題性のある特選商

品とオンラインショッピング限定商品を販売している。

利用者は画面上の商品を選択し，住所，氏名，電話番号，メールアドレス，支払方法，性

別，年代を入力すれば注文が可能になる。注文があると，確認のため受注内容を通知する

25 メールが購買者に送付され，以降の処理は既存の通信販売と同様な流れである。

仮想店舗へのアクセスと購買の状況を把握するために，アクセスログと購買実績データか

ら分析する仕組みがある。日別，時間帯別のアクセス件数と購買件数，商品ごとの購買者

の性別，年代別の売上件数，金額の集計出力も可能である。

30 〔開始後２，３ヶ月の状況〕

開始直後はアクセス件数の増加対策と体制の充実に力を入れた。

( ) 当初は，アクセス件数，購買件数ともに少なかったので，来店客や通信販売利用客1

35 にパンフレットの配布や懸賞プレゼントなど販売促進のキャンペーンを行った。また ，

雑誌や新聞の広告にオンラインショッピングの宣伝を入れたほか，有名な検索サイ トに

一定期間バナー広告を出した。広告期間中，アクセスは一時的に急増した。費用 負担の

関係から，バナー広告はその後実施していない。

( ) Ｔ社の仮想店舗のページは，ほとんどがホームページ先頭のメニュー経由でアクセ2

40 スされている。より魅力あるホームページになるよう先頭ページも含めて，大幅なリ ニ
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ューアルをした。ホームページ全体と仮想店舗とも，アクセス件数の伸び率が上が って

いる。

( ) インターネット利用での特典や情報提供の充実を求める声に対応し，オンラインシ3

5 ョッピングの購買実績に応じた割引きサービスと，希望者の登録を受け付けで，電子 メ

ールでお買い得情報の提供を始めた。利用件数は増加してきている。

( ) 営業企画部では，他社のサービス事例などを継続的に調査している。同業の大手デ4

パートにならって会員登録制に切り替え，顧客属性と利用実績から有望顧客層の抽出 や

個人別の管理・フォローをすることや，大手の電子モールに参加することも検討し てい

10 る。

インターネットでは，メールマガジンや機能を強化した検索エンジン，サイト間の リン

クづけの充実や双方向でのコミュニケーションへの取組，画像表示機能の強化な ど，様

々な工夫が進んでいる。この分野は変化は激しく，次々に新たなアイディアや 方法が出

てきているが，今回の実績では，まず経費負担が少なく実績が多い方法で利 用件数を増

15 加させ，商品情報の充実を図りたいと考えている。また，近々，アクセス ログと購買実

績データを分析してこれまでの実験結果をまとめ，次の展開についての 検討も始める予

定である。

20

設問１ Ｔ社で既に実施した，又は，検討中の施策以外で，アクセス件数の増加及び商品

情報の充実に有効と考えられるインターネット条の具体的な工夫を，それぞれ 字 以内50

で述べよ。

25 設問２ オンラインショッピングがＴ社顧客にとって新たな販売方法として有効かどうか

を検証するという目的から見て，アクセスログと購買実績データだけでは不足して いる

情報がある。追加して収集する必要がある情報を二つ挙げ，その収集方法と併 せて，そ

れぞれ 字以内で述べよ。50

設問３ 実験結果をまとめる際，どのような分析を行うべきか。新チャネル，事業収益，

30 採算，商品・市場などの観点から，具体的な分析内容を二つ挙げ，それぞれ 字以 内50

で述べよ。
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問４ 出張旅費清算業務の改善に関する次の記述を読んで，設問 ， に答えよ。1 2

Ｍ社は，主に設備の定期保守業務を行っているエンジニアリング会社である。本社及

び支店は 人弱の規模で全国に 拠点，出張所は ～ 人規模で数十ヶ所に依存す100 4 10 30

5 る。保主業務は，技術員が顧客先に出向いて行うことがほとんである。

， ， 。Ｍ社では ほぼ一人 台のパソコンが整備され 全社 に接続されている1 LAN/WAN

本社総務部の 氏が中心になり，情報システム部の協力を得て，全社の技術員の出張作S

業に伴う出張旅費の清算業務（以下，旅費清算という）のシステム構築を行った。技術員

が出張申請書を起票してから清算を受けるまでの，現状の旅費積算システムのデータフロ

10 ーダイアグラム（ ) を図に示す。DFD

旅費清算システムの運用が始まり， 年が経過した。計画当初に期待した効果は得ら3

， ， 。れるものの 運用上の問題点や 計画当初には想定できなかった問題点が表面化してきた

15

〔問題点〕

( )a

・技術員は顧客ごとに担当者が決まっているので，出張申請書に記入する旅費は顧客によ

って一定である。しかし，毎回同額の旅費でも出張申請書を書く必要がある。

20 ・旅費清算書の清算金額が仮払いと同額で，差額清算がない場合でも，旅費清算書を 書

く。

( ) ・b

・ 支店及び出張の経理担当者は仮払い・清算を行う。小規模な出張所では，一人の経 理

。 ， ，担当者が複数か所を掛け持ちする 経理担当者は仮払い・清算を行うために そ の都度

25 それぞれの出張所に出向く。

・経理担当者は，本社と支店・出張所間の安全な現金の輸送及び支店・出張所での現 金

の保管に気を遣わなければならない。

出張所では技術員に対する仮払い・清算が遅れる場合がある。

( )c

30 ・ 支店の専門技術員は出張の技術員と同行して作業を行う。支店の専門技術員は在籍

する支店で旅費清算を行った後で、本社経理部に連絡する。その後，本社経理部が ，経

， 。理システムで ヶ月ごとに 支店・出張所間の旅費の振替処理を行わなければ ならない1
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グラフ 表

氏は，より一層の事務作業の軽減と社員の利便性向上を図ることにした。S

5

設問 現在の に“金融機関 “従業員出張旅費支給ファイル”及びデータフロ ー1 DFD ”，

を追加し 〔問題点〕の( )～( )それぞれを解決するために，， a c

( )現在のシステムに付加すべき機能を( )～( )に対応して，それぞれ 字以内で述べ1 a c 60

よ。
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( ) それぞれの解決策を，解答欄の 上に，標記例に従って追記せよ。2 DFD

設問 現在の旅費清算システムは，旧来のビジネスプロセスをシステム化したもので あ2

る。より改善の効果を高めるためには，ビジネスプロセスの統廃合や置替えをする必要が

ある。この観点で業務を改革する場合， 社ではどのような仕組みにす べきか， 字以M 80

5 内で述べよ。


